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■概要
 

  令和４年度は、新型コロナウイルスの感染は続いたものの、緊急事態宣言やまん延防止措置が発令される

状況ではなかったことから、札幌市身体障害者福祉センター（以下「身障センター」という。）の臨時休館

などはなく、手指消毒や使用した備品等の消毒、貸室の利用人数制限等の対策を実施した。また、令和３年

度に実施された身障センターのレイアウト変更工事に伴うような貸室の一部制限はなかった。 

令和４年度指定管理業務については、札幌市身体障害者福祉センター管理業務仕様書に基づき、次の方針

を基本に管理運営を実施したところ、新型コロナウイルス感染発生以前の状態には戻らなかったものの、身

障センターの利用者数、福祉バス利用者数とも令和３年度より大幅に増加した。 

【方針】 

（１）札幌市の公の施設であることを常に念頭におき、市民の福祉の増進に努め、市民の公平な利用に供 

   するよう管理運営を行った。 

  （２）施設の設置目的を常に念頭におき、適切な管理運営を行った。 

  （３）さっぽろ障がい者プランに定める目標の達成その他札幌市の障がい福祉施策との整合性を図りながら 

      施設の管理運営を行った。 

 （４）サービス水準の維持向上に努め、安定的かつ継続的なサービスを提供するよう管理運営を行った。 

  （５）利用者や地域住民の声を常に把握し、施設の管理運営に反映させた。 

  （６）最少の経費で最大の効果を挙げるよう管理運営の効率化に努めた。 

  (７) 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、身障センター内における感染防止策を徹底した。 

 

１ 管理物件
 

  （１）施設の名称  ： 札幌市身体障害者福祉センター 

  （２）施設の所在地  ：  札幌市西区二十四軒２条６丁目 

  （３）土地 ： 面積      ３，１３８．６６㎡ 

  （４）建物 ： 構造・規模  鉄骨・鉄筋コンクリート造、一部地下１階地上３階 

                延床面積      ５，２７６．３１㎡ 

                主要施設      相談室、機能回復訓練室、水浴訓練室、料理実習室、 

                              和室、研修室、大会議室、小会議室（３室）、体育館、  

               卓球室、図書コーナー、事務室、ロビー等、車庫 

 （５）設備 ： 電気設備、衛生設備、空調設備、消防設備、その他の附帯設備 

  （６）備品 ： 札幌市から貸与された備品 

 

２ 管理の基準
  

（１）開館時間及び休館日について 

        開館時間  ： 午前８時４５分から午後９時００分まで
 

           （日曜日・祝日は、午前９時００分から午後６時００分まで） 

        休 館 日  ：  ①毎月第２水曜日及び第４水曜日
 

                      ②１２月２９日から翌年１月３日まで
 

        使 用 料  ：  無 料   

 （２）センターの使用承認について 
 
       施設の使用の承認は、札幌市老人・身体障害者福祉施設条例（昭和４０年条例第３０号）、札幌市老 

人・身体障害者福祉施設条例施行規則（昭和４０年規則第５３号）及び札幌市身体障害者福祉センター 

使用承認等取扱要領の定めに基づき次により実施した。
 

○使用条件：札幌市内に居住する身体障害者手帳をお持ちの１８歳以上の方 

○使用方法：個人・・・初めて利用する方は、所定の申請書に身体障害者手帳を添えて窓口に提出し、 

使用登録証の交付を受ける。使用登録証の交付後は、利用の都度、使用登録証
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を窓口に提出する。 

団体・・・所定の申請書の提出により承認を受ける。 

                             

令和４年度は、新型コロナウイルス感染防止対策の制限が緩んだことから、各室の利用人数及び稼働率

は次のとおり、大幅に改善した。 

  

＜利用人数＞                           

       ☆通常使用目的           （名）   ☆特定使用目的              （名） 

   部 屋 R3実績 R4実績  

 

 

 

   部 屋 R3実績 R4実績  

 

 

 

体 育 館 2,859 9,678 料理実習室 0 194 

卓 球 室 934 2,831 実 習 室 315 1,294 

研 修 室 1,180 3,865 パソコン室 14 - 

第１会議室 124 935  

 

 

 

 

 

第２会議室 61 477 

第３会議室 54 907 

音 楽 室 223 - 

和   室 34 1,667 

大会議室 1,289 10,578 

  

＜稼働率＞ 

        ☆通常使用目的          （％）    ☆特定使用目的             （％） 

   部 屋 R3実績 R4実績  

 

 

 

   部 屋 R3実績 R4実績  

 

 

 

体 育 館 30.0 62.0 料理実習室 0.0 4.3 

卓 球 室 16.5 27.6 実 習 室 12.2 28.9 

研 修 室 23.7 42.9 パソコン室 0.4 - 

第１会議室 6.7 34.4  

 

 

 

 

 

第２会議室 3.0 15.2 

第３会議室 3.2 20.5 

音 楽 室 7.4 - 

和   室 0.9 29.5 

大会議室 15.8 67.0 

 

 （３）情報公開について 

情報公開については、札幌市情報公開条例、札幌市指定管理者情報公開要綱及び札幌市出資団体等 

情報公開要綱に基づき適正に対応することとしている。（請求件数０件） 

 （４）環境への配慮について 
 
       管理業務を行うにあたっては、環境マネージメントシステムを基本に環境への配慮に努めた。

 

      ア 電気、水道、重油、ガス等の節約に極力努めるよう利用者・再委託業者等へ協力依頼するとともに、 

職員による館内の巡回を適宜行い、不要灯の消灯などを日常的に実施した。 

      イ ごみ減量及びリサイクルに努めるよう利用者・再委託団体等へ協力依頼した。 

      ウ 清掃に使用する洗剤等は、環境に配慮したものを使用し、極力節約に努めるよう再委託団体を指導 

    した。 

      エ 自動車等の使用にあたっては、アイドリングストップなど環境に配慮した運転に心がけるよう職員を 

指導した。 

 （５）その他
 

      ア 管理業務を行うにあたり、再委託、物品の調達に際し札幌市内の企業等の活用に努めた。
 

      イ 管理業務を行うにあたり、障がい者を職員として雇用した。また、再委託業務の清掃委託業務を知 



- 3 - 

的障害者を雇用している社会福祉法人に委託するなどして、市の福祉施策への積極的な取組みに努め 

た。
 

      
ウ 再委託契約の業者決定は、指名競争入札・見積合せにより行い、契約の透明性を図った。

 
 

３ 施設の維持管理に関する業務
 

 （１）施設、設備等の維持に関する管理 
        施設、設備等の維持管理業務の実施にあたっては、身障センターが公の施設であることに鑑み、関係法

令の規定に基づき、施設、設備等の全般の機能を良好に維持管理するため、日常点検の徹底を図り、常に 

      良好な施設、設備の状態に維持することに心がけた。 

      ア 清掃業務 

          清掃業務の実施にあたっては、施設の快適な環境を保つため、日常及び定期清掃並びに廃棄物収集 

    処理等を行った。 

新型コロナ感染防止策として、特に、手摺、ドアノブなど手で触れる共用部分については、念入りに

消毒作業を実施した。貸室の消毒については清掃業者が実施するほか、利用者も利用後に消毒を行った。 

      イ 警備業務 

          施設の秩序を維持し、火災、盗難、破壊等のあらゆる事故の発生を警戒・防止するため警備員によ 

    る定期・不定期な館内外の巡回を実施することにより、財産の保全と人身の安全を図った。 

      ウ 施設及び設備の保守点検業務 

          施設等の全般の機能を良好に維持管理するために、有資格者等による法定点検やその他必要な保守 

点検業務を専門業者に委託して実施した。 

        （再委託業務） 

          ・空調・給排水・衛生設備保守管理 

          ・エレベーター保守管理 

          ・自動ドア保守点検 

          ・消防設備点検 

          ・自家用電気工作物保安管理 

・清掃 

・警備 

・電話設備保安及び非常呼出装置点検 

・塵芥処理 

・除排雪 

      エ 受付案内及び図書コーナー業務 

          開館時間内は、身障センター１階事務室受付カウンターに受付案内員を１名以上配置（午後５時１５ 

分以降は警備員が担当）し、施設の使用受付、案内及び図書の貸し出し等を仕様書に基づき実施した。 

オ 備品管理 

          館内に備え付けられている備品については、市民等の利用に支障が生じることのないよう、常に保 

    守点検を行うとともに、随時修繕を行った。 

          また、札幌市と協議のうえ利用者に危険が生じる恐れのある備品については、随時更新している。 

      カ 駐車場管理 

          利用者の駐車場の利便性向上のため、車いす利用者が優先的に駐車できるよう配慮した誘導等を行 

った。 

      キ 外構緑地管理 

          敷地内の植木については、剪定、除草、病害虫防除などを行い適切な維持管理に努めた。 

ク 修繕等 

          施設管理上のトラブルが原因で市民等の利用に支障が生じることのないよう、日常点検を徹底する 

とともに、施設及び設備全般について、破損、故障等が発生した場合は、札幌市と協議のうえ早期に 

        修繕を実施した。 

        （主な修繕工事） 

     ・空調設備修繕 

          ・防犯カメラ設備整備 

          ・事務室等ドア交換 

     ・洗車機修繕 

  （２）防災業務 

       第 1回目の防災訓練は、新型コロナウイルス感染防止を考慮し、多人数が集まる避難訓練は実施せず、

身障センター内の職員各自において、Web上の動画の視聴による火災時の自衛消防訓練を実施した。また、
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第２回目の防災訓練は、新型コロナウイルス感染症も小康状態だったことから、身障センター内の会議室

においてビデオ視聴による消防訓練と館内の避難経路の確認を行った。 

 （３）損害賠償保険の加入 

        管理業務の実施にあたり、指定管理者の故意又は過失により札幌市又は第三者に損害を与えた場合は、 

   指定管理者が賠償責任を負うことになるため、指定管理者においては、次に掲げる内容を補償する損害賠 

償責任保険に加入した。 

(ア)対象   ：  身障センター内における維持管理期間中の法律上の賠償責任 

(イ)対人補償  ： １名につき３，０００万円 １事故あたり１億円 

(ウ)対物補償  ： １事故あたり１，０００万円 

(エ)エレベーター(３基)事故補償 ： 

対人補償 １名につき３，０００万円 １事故あたり１億円 

対物補償  １事故あたり１，０００万円 

(オ)期間   ： 令和４年４月１日から令和５年４月１日まで 

(カ)その他  ： 被保険者を指定管理者（指定管理者から委託を受けた者を含む。）及び札幌市と 

し、交差責任担保特約を付ける。 

 （４）職員の配置 

        指定管理業務を適切に実施するため、所長以下１１名の職員を配置し、業務に従事させた。 

        また、その内１名については、指定管理業務専従職員として、身障センター事務室にて執務する体制を

整えて、業務遂行に万全を期した。 

 （５）上記に付随する業務について 

        札幌市身体障害者福祉センター内にある札幌市障がい者更生相談所並びに札幌市身体障害者福祉協会、

札幌市障がい者スポーツ協会、札幌市肢体障害者協会、札幌市視覚障害者福祉協会及び札幌市中途失聴・

難聴者協会の事務室に係る施設、設備等の維持管理の内、清掃・機械警備・施設管理・塵芥処理について

は、身障センターの維持管理に付随する業務として取り扱った。 

 （６）その他 

      ・光熱費の負担 

        身障センター内にある札幌市障がい者更生相談所並びに札幌市身体障害者福祉協会、札幌市障がい者ス

ポーツ協会、札幌市肢体障害者協会、札幌市視覚障害者福祉協会及び札幌市中途失聴・難聴者協会の事務

室の維持管理業務に要する上下水道及び電気等の光熱水費について、仕様書に基づき身障センターの維持

管理費として負担した。 

 

４ 事業の実施に関する業務
 

  次の業務については、「管理業務の計画書」に基づき実施した。実施状況等については、次のとおりであっ

た。 

（１）機能回復訓練事業等に関する業務
 

      ア 機能回復訓練 

          運動訓練、日常動作訓練、物療訓練等を理学療法士・物理療法担当者各１名の指導のもとに実施した。 

・運動・日常動作等の実施回数 ９５回、参加人数 ４１３名 

・水浴訓練の実施回数 ０回、参加人数 ０名 

・渦流浴訓練の実施回数 ０回、参加人数 ０名 

        ・自主訓練の実施回数  ２８８回、参加人数６９１名 

     イ 言葉の教室 

          失語症の方を対象に、グループ討論会などを通じて総合的に言語訓練を実施した。 

        ・実施回数１２回、参加人数１５８名 

      ウ 失語症言語機能訓練 

          言語聴覚士１名を配置し、失語症の方を対象に自立促進と社会生活への適応力を高めることを目的

に、発声や発語等の訓練を行った。 

        ・実施回数３８回、参加人数７５名 

      エ 音声機能訓練 

          疾病などによって喉頭を摘出して音声機能を失った方を対象に、コミュニケーションの円滑化や社会 

参加の促進を目的に発声訓練を行った。 

        ・実施回数２１回、参加人数２９４名 

      オ オストメイト社会適応訓練 

          ストマ用装具を利用している方やその家族を対象に、社会生活に必要な知識を習得し、不安を取り 

    除くことで社会参加の促進を図るための相談会を実施した。 
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        ・実施回数６回、参加人数７５名 

  （２）各種相談事業に関する業務 

就職・結婚・身の上相談等、障がいのある方の各種相談に応じ、必要な助言、指導を行った。 

・相談件数２１件（結婚相談４、身の上相談１１、その他６）
 

（３）教養講習会等事業に関する業務 
    

  ア 各種教養講座の開催
 

         利用者ニーズを反映した多彩な講座を展開し、身体障がい者の生涯学習意欲の増進を図った。
 

★創造的活動講座 

・生花教室・・・・・・２２回、 ６７名 

・短歌教室・・・・・・１２回、 ３９名 

・陶芸教室・・・・・・４８回、 ９７名 

・手芸教室（肢体）・・２１回、 ８２名 

・手芸教室（中途失聴・難聴者） 

・・・・・・・１１回、 ５７名 

・絵画教室・・・・・・２３回、１３０名 

        ★社会適応訓練  

・手話教室・・・・・・４４回、８０５名 

・ペン字教室・・・・・２１回、１７９名 

・料理教室（肢体）・・ ６回、 ４１名 

・料理教室（中途失聴・難聴者） 

・・・・・・・ ８回、 ５０名 

・英会話教室・・・・・３６回、１８１名 

・トータルコミュニケーション教室（中途失聴・難聴者） 

    ・・・・・・・・１回、 ２１名 

・健康づくり教室・・・ ４回、 １２名 

         ★レクリエーション講座 

・民謡教室・・・・・・４２回、２３８名 

・カラオケ教室・・・・１１回、 ４８名 

・囲碁教室・・・・・・３７回、２７６名 

・茶道教室・・・・・・２４回、 ６９名 

イ スポーツ教室の開催 

          スポーツを通じて機能回復訓練や健康・体力増進を図るとともに、社会への積極的な参加促進を図っ 

た。
 

・卓球教室・・・・・・２４回、２３５名 

・アーチェリー教室・・１６回、 ５８名 

・水泳教室・・・・・・４５回、２５３名 

（４）レクリエーション活動費助成事業に関する業務 

障がい者の社会活動への参加促進と生きがいの高揚を目的に、活動しているスポーツクラブ及び文化 

クラブに対して活動費の助成を行った。
 

        ・スポーツクラブ・・・・・・８団体 

        ・文化クラブ・・・・・・・・２団体 

 （５）各種行事の開催に関する業務 
        毎年、１０月を「身体障害者福祉月間」とし、身体に障がいのある方の社会参加促進や身体障がい者に

対する市民の理解を深めていくことや地域住民との交流を目的に各種行事を実施した。ただし、一部は新

型コロナ感染症拡大防止のため中止した。 
ア 文化祭 

          日ごろの障がい者の文化活動の紹介と地域の方々との交流を目的に、楽器演奏や作品展示、バザーな

どを実施した。 

     イ 金婚・銀婚をねぎらう会 

結婚２５年・５０年を迎えた方のお祝いと、その労をねぎらい対象者６組に記念品を贈呈した。 

        （ダイヤモンド婚１，金婚５） 

ウ ありがとうごくろうさまの集い 

障がいを克服し、模範的自立更生を遂げた方に対し、これまでの労をねぎらい、表彰を行った。 

（札幌市視覚障害者福祉協会文化祭と併せて実施） 

（６）福祉バス事業に関する業務 

身体障がい者のレクリエーションや行事などへの移動支援として、車いすリフト付きバス及びチェアキ 
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ャブを運行し、身体障がい者の社会参加促進を図った。
 

・大型バス・・・・・・・・件数 １２１件、利用人数 ２，３６４名 稼働率 ４９．７９％ 

        ・中型バス・・・・・・・・件数  ９２件、利用人数 １，７００名 稼働率 ３７．８６％ 

        ・チェアキャブ１号・・・・件数    １９件、利用人数     ７６名 稼働率  ７．８２％ 

        ・チェアキャブ２号・・・・件数   ０件、利用人数      ０名 稼働率      ０％ 

 （７）障害者社会参加推進センター運営事業 

    令和４年７月１１日、身障センターで開催し、障害者週間記念事業等について情報交換を行った。 

（構成団体） 

  札幌市身体障害者福祉協会、札幌市手をつなぐ育成会、札幌市精神障害者家族連合会、札幌市肢体障

害者協会、札幌市視覚障害者福祉協会、札幌市聴覚障害者協会、北海道知的障がい福祉協会、札幌市

社会福祉協議会、北海道精神障害回復者クラブ連合会、札幌市（障がい福祉課）  

 （８）障害者別団体交流研修会 

新型コロナ感染症拡大防止のため中止 

 （９）諸会議 

新型コロナ感染症拡大防止のため、多くがオンラインや書面等で参加し、全国や地域レベルの障害者関

係団体と情報交換を行った。 

 

・日本身体障害者福祉大会            令和４年 ６月２０日（YouTube 配信による開催） 

・日本身体障害者団体連合会理事会・評議会 

 ＜理事会＞                  令和４年 ５月１１日（オンライン開催） 

                        令和４年１２月２１日（オンライン開催） 

                        令和５年 ３月 ３日（オンライン開催） 

  

＜評議員会＞                 令和４年 ６月 ８日（オンライン開催） 

令和５年 ３月２４日（オンライン開催） 

 

  ＜施策等検討委員会＞              令和４年 ６月１５日（オンライン開催） 

令和４年１０月１４日（オンライン開催） 

・政令指定都市身体障害者福祉団体連絡協議会 

＜協議会＞                   令和４年 ９月（書面による開催 千葉市） 

     ＜団体長会議＞                令和５年 ２月１７日（広島市で開催） 

 

 ・東北・北海道ブロック身体障害者福祉団体連絡会 令和４年 ７月２１日（秋田市で開催） 

 

５ その他 

 ＜広報業務＞ 

  施設のＰＲや情報提供のため、ホームページの更新等を行った。 

    なお、新型コロナウイルス感染拡大防止のため例年受け入れている小中学校の「総合的な学習」「福祉に関

する授業」や団体の受け入れは見合わせた。 

 

６ 自主事業 

    令和３年 10 月末に、新型コロナの影響による利用者減に伴う経営悪化及び食堂従事者の確保困難などの理

由により、「ほほえみ食堂」が身障センターから撤退したため、それ以降新規事業者を探すことに務めたが、

主に収支の関係で新規事業者が見つからず、令和４年度は食堂を再開するまでに至らなかった。 

 
























